
  
 

令和元年１１月２７日 

鉄道局都市鉄道政策課                               

 

広島電鉄株式会社申請の軌道事業の特許 

～路面電車が高架で広島駅南口に進入し、ＪＲ広島駅と直結します～ 

国土交通大臣は、広島電鉄株式会社による広島駅南口延伸の軌道事業特許申

請について、１１月２９日付けで特許し、同日、中国運輸局長より申請者に対

して特許状を交付します。 

 
広島電鉄株式会社は、駅前大橋から広島駅南口広場へ高架で進入する新規ルートを整備

することとし、軌道法第３条の規定に基づく軌道事業特許申請を行っていました。今般、

当該特許申請について、令和元年１１月２９日付けで、申請のとおり特許することとなり

ました。これにより、市内中心部と広島駅を結ぶ路面電車の乗車時間短縮等が図られます

（特許申請の概要は別紙のとおり）。 

なお、特許状の交付を下記のとおり行います。 

 
記 

 

１．日 時：令和元年１１月２９日（金）１１：３０～ 

 

２．場 所：中国運輸局 局長室 

（広島市中区上八丁堀６－３０ 広島合同庁舎４号館４階） 

 

３．交付者：中国運輸局長 土肥 豊 

 

４．受領者：広島電鉄株式会社 代表取締役社長 椋田 昌夫 

 

５．取材等：取材を希望される方は、別添の申込書に必要事項を記入の上、１１月２８日     

（木）１７：００までに下記連絡先(2)へＦＡＸ（０８２－２２８－９４１１）

を送付願います。 

 

 

 

 

 

 

 
中国運輸局同時発表 

【問い合わせ先】 

(1)軌道事業の特許に関すること 

 鉄道局都市鉄道政策課    担当：佐藤、山田 

TEL:03-5253-8111(内線:40451) 03-5253-8536(直通)  FAX: 03-5253-1635 
(2)特許状交付の取材に関すること 

 中国運輸局鉄道部計画課   担当：井上、曽川 

TEL:082-228-8797(直通)  FAX:082-228-9411 



広島電鉄の軌道事業特許申請の概要

延伸概要

・延伸区間：1.1ｋｍ
・停留場：1カ所新設、2カ所変更、1カ所廃止
・開業目標：２０２５年春

○広島電鉄広島駅停留場については、路面電車の定時性や速達性の確保が課題。
・路面電車が地上走行であるため、車と信号による影響で、ラッシュ時に停留場に進入できない車両が行列を
つくっている状況。
・路面電車の広島駅停留場への進入ルートが迂回しており、中心部からの所要時間が長い。

○こうした課題に対応するため、路面電車を駅前大橋ルートから広場へ高架で進入させ、定時性・速達性を確保。

○さらに市内中心部の環状ルートを新たに整備し、利用者利便向上を図る。

1

事業費概要

・総事業費：109億円
※うちインフラ部 約83億円（国及び自治体負担を想定）
※うちインフラ外部 約26億円（国及び自治体（各1/6）、事業者（2/3）負担を想定）
※国負担分は、社会資本整備総合交付金を想定

広島駅停留場周辺の現況

整備効果

・中心部と広島駅間の乗車時間約4分短縮
・広島駅でのＪＲ乗換時間約１分短縮

別
紙
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送付日   年  月  日 
 

                     

広島電鉄（株）の軌道事業特許 取材申込書  
 

１. 会社名 

 

 

 

２．連絡先 

   担当者名 

   所  属 

   電話番号 

 

３．人 数 

   取材クルーを含め全員で   人 

 

 

４．カメラ等の有無 

カメラ     有・無  有の場合  台 

ＴＶカメラ   有・無  有の場合  台 

 

５．放映予定番組ならびに放映日時予定（新聞等については掲載予定日） 

 

 

 

 

※ 取材当日 11 月 29 日（金）は、広島合同庁舎 4号館 1 階北側ロビーで入館 

手続きの上、11：15 までに中国運輸局第一会議室（広島合同庁舎 4号館 

5 階北側）にお集まりください。 

 

送付先：中国運輸局鉄道部計画課 

FAX 082-228-9411 

 
   


